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抄録：児童発達支援は，身近な地域の発達障がいのある子どもたちや，いわゆるグレーゾーンの子ど
もたちの支援事業と位置付けられている。本研究においては，児童発達支援における音楽療法を用い
た実践について，具体的な実践事例を取り上げ，その形態と方法の整理を試みた。子どもたちからは，児
童発達支援における音楽療法のセッションにおいて，発達に関連するような反応が観察されたが，ア
セスメントや評価においては，正確なデータの提示が期待される。音楽療法においては，生理学的指
標も有効な手段の一つになる可能性がある。
キーワード：児童発達支援・発達障がい・音楽療法
Abstract：In Japanese measures for persons with developmental disabilities close cooperation among mutual 
section in charge of support for children with developmental disabilities is important. For preschool aged 
children with developmental, disabilities, early development support is used as regional resource. This paper 
caried out to explore the meaning of using music therapy in development support. The responses of children 
with developmental disabilities belong to development support,‘Trefen’ were reactive in music therapy 
sessions. In music therapy sessions, it is expected that assessment or evaluation that is evidenced based on. 
Such as physiological data may provide some evidence in music therapy sessions.
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発達障がいのある子どもたちへの地域連携を基盤とした発達支援
─　音楽療法による発達支援の実践を通して　─
Development Support in Partnership with Local Communities for Children 
with Developmental Disabilities : Through Music Therapy
Ⅰ．はじめに
　発達障害者支援法注１＊（最終改正：平成二八年六月三日
法律第六四号）の第十四条においては，「都道府県は，（中
略）地域の実情を踏まえつつ，発達障害者及びその家族
その他の関係者が可能な限りその身近な場所において必
要な支援を受けられるよう適切な配慮をするものとす
る。」と定められている。
　児童発達支援は，「身近な地域の障害児支援の専門施設
（事業）として，通所利用の障害児への支援だけでなく，
地域の障害児・その家族を対象とした支援や，保育所等
の施設に通う障害児に対し施設を訪問して支援するなど，
地域支援に対応するもの」（厚生労働省，２０１２）である。
「身体に障害のある児童，知的障害のある児童又は精神
に障害のある児童（発達障害児を含む）で手帳の有無は
問わず，児童相談所，市町村保健センター，医師等によ
り療育の必要性が認められた児童も対象」となっている。
日常生活における基本的な動作の指導，知識技能の付与，
集団生活への適応訓練を目的としている（厚生労働省，
２０１２）。
　児童発達支援については，業務の内容によって，「セン
ター」と事業に分類されている。「センター」「事業」の
いずれも通所利用の障がいのある子どもたちやその家族
に対する支援を行うことは「共通」であるが，「『センター』
は，施設の有する専門機能を活かし，地域の障害児やそ
の家族への相談，障害児を預かる施設への援助・助言を
合わせて行うなど，地域の中核的な療育支援施設　援助
助言を合わせて行うなど，地域の中核的な療育支援施設」
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「『事業』は，専ら利用障害児やその家族に対する支援を
行う身近な療育の場」（厚生労働省，２０１２）として位置
付けられている。
　森本（２０１６，p.１１３）は，「療育手帳等を持っていなく
ても，支援の必要性に関する意見書があれば利用申請が
できる。『障害ではないか』と葛藤している家族にとって，
医療機関などで診断を受けることは容易なことではない。
診断がついていなくても利用できる児童発達支援事業は，
早期から療育を開始できる可能性を増やす。」とグレー
ゾーンの子どもの支援における児童発達支援事業の意義
について述べている。
　井上他（２０１６）は，児童発達支援事業所において，母
親の育児ストレスや母親役割，子どもの問題行動，ソー
シャル・サポートなどについて調査したが，「育児ストレ
スには子どもの問題行動の状態および母親役割達成感が
関与しており，適切なサポートが必要であることが示唆
された」としている。この研究では，児童発達支援事業
における家族支援の必要性について示唆している。
　林（２０１５，p.１０２）は，児童発達支援の実践において，
自閉症のある子どもに，「マッチングと動作模倣を中心に
訓練を行った。週平均１.７時間の訓練を２名の訓練者で約
２年半行い，７つの模倣を獲得した。経過とともに自傷
行為の減少や着席行動の増加などが観察され，平成１４年
９月よりPECS注２＊を家庭へ導入した。」と発達支援の効
果について述べている。
　このような児童発達支援事業所に従事する職員の専門
性についても言及されている。厚生労働省（２０１２）は，
児童発達支援事業所の管理責任者の資質要件について，
「障害児支援に関する専門的な知識と経験及び個別支援
計画の作成・評価などの知見と技術が必要であることか
ら，要件は，①から③を満たす者」と示している。すな
わち，「①実務経験者で，経験内容の対象となる業務とし
て障害児の保健，医療，福祉，労働，教育の分野におい
て直接支援業務，相談支援業務，就労支援業務などの業
務を対象とする。具体的には，児童ディサービス及び障
害児施設等において，利用者に対して直接サービス提供
を行う業務，相談支援業務及び学校等で直接障害児に携
わる業務とし，経験年数については，自立支援法に基づ
くサービス管理責任者と同等。②児童発達支援管理責任
者研修修了者，③相談支援従事者初任者研修（講義部分）
修了者」である。
　児童発達支援は，身近な療育を受けられる場所であり，
民間事業者の参入もあるが，従事する職員には，一定の
専門性の担保が求められているといえよう。
　有村（２０１２，p.２８）は，今後，児童発達支援に就業す
る職員の就業直後の課題として，追求すべきと考える①
〜④の４項目を以下に挙げた。「①就業前教育の内容と質
によって，就業直後の専門性の認識の違いについて検討
する，②専門性の認識の広がりや進みは，他の雇用形態
や福祉教育機関のキャリアを持つ者も同じ順序であるか
を検討する，③専門性を認識した段階から獲得までに生
じる時間差に対して，同僚や上司などの他の職員との相
互交流の実態や有効な支援方法について検討する，④心
理的揺らぎの契機や具体的な要因について検討する。」で
ある。
　しかしながら，学校教育における特別支援教育の実践
と比較して，児童発達支援事業自体の設置年数も長くな
いため，今後の研究成果が求められるところである。
Ⅱ．障がいのある子どもたちへの発達支援場面での音楽
療法の活用について
　児童発達支援事業は，「専ら利用障害児やその家族に対
する支援を行う身近な療育の場」（厚生労働省，２０１２）
と示されているが，それでは，具体的にどのような「療
育」すなわち，「治療」と「教育」が行われているのだろ
うか。本稿においては，その一つとして，「音楽療法」に
ついて取り上げてみたい。
　音楽療法は，米国において，第二次世界大戦後に，作
業療法，理学療法，レクリエーション療法といった余暇
を積極的に過ごすための「活動」療法の一つとしてみな
されてきた（ミッシェル＆ビンソン，２００７，p.１８）。
　音楽療法には，研究者や団体によって様々な定義があ
るが，American Music Therapy Association遺注１によると音
楽療法による介入においては，「健康の促進」「ストレス
マネージメント」「痛みの緩和」「感情表現」「記憶力の向
上」「コミュニケーションの促進」「身体的なリハビリテー
ションの促進」があげられている。
　ブルシア（２００１，p.２２）は，音楽療法の作業上の定義
として，「音楽療法とは，クライエントが健康を促進する
のを療法士が援助する，体系的なプロセスである。そこ
では音楽を経験することと，音楽を経験することを通じ
て変化への力動的な作用として発展する関係性を用い
る」としている。
　豊辻（２０１１，p.７３）は，米国の音楽療法において，全
障害者教育法が与えた影響について文献的検討を行って
いるが，子ども，特に障がいのある子どもたちへの研究
意識が高まったことが示唆されたとしている。１９７０年の
アメリカ音楽療法協会設立後，１９８４年には，米国にお
いては，音楽療法士認定委員会が設立され，「大学での音
楽療法課程の学位，またはそれに準ずる資格を取得し，
国家試験に合格すると公認音楽療法士（Music Therapist-
Board Certified：MT-BC）の称号が与えられる」（ミッシェ
ル＆ビンソン，２００７，p.２０）こととなっている。
　ニューヨーク大学のノードフ‐ロビンズ音楽療法セン
ターにおいて，エイゲン（２００２）は，障害のある子ども
への音楽療法のセッションの録音記録やインタビューか
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ら分析を行っている。その一つに「ごくわずかしか話さ
ない９歳の少年であるテリーに対して，週２回の個人別
音楽療法セッションを行った」事例が取り上げられてい
る（エイゲン，２００２，p.７９）。「（音楽療法士である）ポー
ルは半音階的に上行する一連の属和音・主和音を導入す
るが，テリーはしっかりと自信をもってそれにあわせて
打つことができる。ポールは即興の調性を拡大し，テリー
はこの音楽の興奮と冒険性に加わる。それは，高度に熱
烈で不協和な音楽である。しかし，ポールとテリーの相
互行為は，初期のセッションよりも，いっそう相互的な
性格を備えている」と述べている（エイゲン，２００２，p.９６）
が，このことは，音楽療法士であるポールと障がいのあ
るテリーの相互作用の進展を示唆している。それらの
セッションを経て「母親は，テリーについてわれわれに
語った。テリーは，ある日曜の朝，裏庭へと出て行った。教
会の鐘は，すべて鳴っていた。彼は，立ち，踊りまわり，
教会の鐘にあわせて歌っていた。母親は，それが魅力的
で，すばらしく，楽しいものであると思った。その後に，母
親は彼を施設から家へつれもどした。」（エイゲン，２００２，
p.７９）という記述がある。この記述は，音楽療法による
障がいのある子どもの変容を示していると考えられる。
　また，分析的音楽療法というものも存在する。「従来言
葉でのやりとりを主とする精神分析に，音楽でのやりと
りという技法を導入したもの」（プリーストリー・若尾，
２００３，p.３３８）である。「心理療法では，クライエントが
言葉でコミュニケートし，その言葉から治療の手がかり
の情報を得，それを言語で論理的に解釈し，それを言葉
を使ってクライエントへ返していくが，彼女（プリース
トリー）が追求したのは，それを言葉でなく音楽でやる
とどうなるかであった」（プリーストリー・若尾，２００３，
p.３３８）。このような技法を考えると，言語でのコミュニ
ケーションをとることに困難な場合がある障がいのある
子どもたちにとって，音楽は，コミュニケーションをと
る上で，重要な手がかりとなるだろう。
　国内においても，障がいのある子どもたちに対して，
音楽療法の視点を取り入れた学校教育での実践的研究が
いくつかある。例えば，馬場（２０１１）では，肢体不自由
のある子どもたちを対象に実践を行っているが，「肢体不
自由児の集団参加について，検討するにあたっては，集
団音楽療法の特徴に着目することで，発達に応じた集団
参加，外界に対する意識の高まり，他者とのかかわりの
促進の３点が可能となることが見出された」としている。
　福間・高橋（２０１２）は，精神運動発達遅滞及び注意欠
陥多動性障がいのある児童に対して，２１回の実践を行っ
た後，検証授業を行った。「音の高低に反応することや拍
感の向上，タイミング良く発声する姿が増えるなどの音
楽技能の習得」（前掲書，p.２３６）がなされたことや「対
象児は音をよく聴き取る力を身に付け，能動的な活動や，
発声する姿も増えた。さらに，活動自体に意欲的になっ
た」（前掲書，p.２３７）という対象児童の様子が報告され
ている。
　森下・滝澤・印銀（２００７，p.１２３）は，「特別支援学校
における音楽の授業では身体運動による音楽の授業の可
能性が大きいと考えている。スキルを伴う器楽や歌唱は
生徒の能力により活動に多くの制限が生じやすいが，身
体運動による音楽活動は一番スキルの制限を受けにくい
と考えられる。」とし，音楽授業において，身体運動を基
礎とした活動を行っている。
　このように，音楽療法は，学校教育や障がいのある子
どもたちを支援する実践の現場において，障がいのある
子どもの発達に資するものと捉えられていると予測され
るが，児童発達支援における音楽療法について検討して
いる研究はあまり見当たらない。そこで，本研究では，
児童発達支援における音楽療法を用いた実践について，
具体的な実践事例を取り上げ，その形態と方法について
整理を試みることを目的としている。
Ⅲ．児童発達支援における音楽療法の事例　　　　　　
　−トレッフェンでの実践事例をもとに−
　本章では，第二著者による児童発達支援であるトレッ
フェンでの音楽療法の実践事例を述べる。第二著者は，
音楽大学を卒業後，ドイツに音楽留学，声楽家として活
動する傍ら，１９８９年より音楽による乳幼児発達援助活動
を地域で展開してきた。国立大学の大学院において，地
域における発達支援活動のアクションリサーチを行った
後，２０１０年より児童福祉法に基づき，児童福祉法に基
づく障害福祉サービス事業として，児童発達支援及び放
課後等ディサービスセンターを運営している。
　児童発達支援の『トレッフェン』とは，ドイツ語で「会
う・出会う」の意味がある。発達の違いを持つ子どもた
ちやその家族が様々な「であい」を体験し，交流の場で
ありたいという思いを名前にしたものである。
　トレッフェンの１日の流れは，表１のようになってい
る。
表１　トレッフェンの１日の流れ
活動内容時間帯
登所，朝のあいさつ　個別活動９：３０
音楽療法１０：００
昼食（お弁当：月・水・金）
　　　（手作りランチ：火・金）
個別活動
１２：００
休息１３：３０
おやつ
帰りのつどい
１４：３０
降所１５：３０
（出典：トレッフェンwebサイト　htp:/npo-treppen.com/company.html）
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１．場面転換の曲Ⅰ『知らない国々（Von fremden 
Landern und Menschen）』
　（作曲：シューマン，１８３９年）
　来所した子どもたちは，登所の際には，手順書を見な
がら活動の準備を行う。カバンからいろいろな物を出し
て，所定の場所にかけたり，置いたりし，手洗いやうが
いを済ませて自由に過ごす。
　子どもたちは，気持ちの転換に時間がかかるため，お
もちゃは出さずに過ごすルールになっている。
　子どもたちの登所後しばらくすると，シューマンの知
らない国がかかる。この「知らない国」がかかるとスタッ
フは，床に座して音楽療法の始まりを待つような体勢を
取る。
　その様子を感じ取った何人かの子どもたちも床に座す。
所内を歩いたり走ったりしている子どもたちもいるが，
あえて，ことばをかけたり，音楽療法の時間であること
は伝えない。子どもたち自身が感じることを大切にして
いるため，スタッフは，発語を控えて見守る。
　その時の雰囲気や子どもたちの様子に合わせて，数回
「知らない国」を繰り返し演奏する。この曲は，誰が弾
いても同じ速さと曲想になるようにスタッフは，個別に
職員研修として指導を受けている。
　余韻を残して終わるこの曲を選んだことで最後の音を
どのように聴くかで子どもたちの動きが変わることがあ
り，その動きを確認する。音楽療法士は，この曲の演奏
をしながら，子どもたちの様子をみて，これから行う音
楽療法の選曲を行い，曲の順番を検討する。
２．『おはようのうた』
　（作詞・作曲：第二著者・オリジナル）
歌詞）おはよ××　おはよ××　トレッフェンでおはよぅ
　　　おはよ××　おはよ××　みなさんおはよぅ
　＊×部分は，手拍子
　子どもたちの登所後，朝いちばんに挨拶をすることを
目的に，　第二著者が作詞・作曲したものである。
　８小節から成り，子どもたちに歌詞が理解しやすいよ
うにしている。また，繰り返すことで１回でも発語する
ことを促すように，作曲している。
　「おはよ」の後に２回手拍子を打つことで，次の「おは
よ」のタイミングを合わせやすくしている。また，発語
の難しい子どもたちも手拍子だけは参加できるようにす
ることも目的となっている。
　トレッフェンというドイツ語の発音は，言語聴覚訓練
的な目的と子どもたち自身が通っている場所を覚えて欲
しいという意味もあり，難易度の高い歌詞ではあるが，
歌詞に入れている。
　例えば，「ト」を正確に発音するためには，［t］の発音
が必須となる。［t］は，無声歯茎破裂音と呼ばれる子音
の一種で，舌端と歯茎で閉鎖を作って開放して起こる。
　「フェ」の正確に発音するには，［f］の発音が必須とな
る。［f］　は唇歯音と呼ばれる子音で，下唇と上歯とを接
触させることで起こる。日本語においては，「ふ」を発音
する際、ろうそくを消すときのような口の形をした［　］
が使われるため、［f］の発音は日本語特有ではない。こ
れらの外国語の音をあえて発音させることによって，発
音する子どもたち自身が唇・歯など口元に意識を向け，
また，言語発音時の口元のトレーニングになると考えら
れる。「フェ」の前の「ッ」の発音により，促音の練習に
もなる。
　「ン」は口蓋垂鼻音と呼ばれる子音の一種である。舌の
後方と軟口蓋で閉鎖を作った上で，呼気を鼻へ通すこと
で生じる（インターカルト日本語学校，２０１１）。
　この音のコントロールが可能となると嚥下の訓練にも
つながると考えられる。
３．『音楽はじまりのうた』
　（作詞・作曲：第二著者・オリジナル）
歌詞）ドレミ　ドレミ　ドレミファソラソラソ
　　　おんがくはじまるよ　みーんなであそぼ
　８小節から成り，子どもたちに歌詞が理解しやすいよ
うにしている。また，繰り返すことで１回でも発語する
ことを促すように，作曲している。
　音楽が始まる際に，「音楽はじまりのうた」を歌うこと
で言葉（歌詞）と行動（動き）の一致を目的としている。
また、「音楽おわりのうた」と共に，ハ長調で作曲して音
名と一致させることで将来的には絶対音感を獲得できる
可能性に期待している。絶対音感を持っている子どもに
は，不快感を与えないことも目的としている。
４．『げんきにげんきにゆっくりゆっくり』
　（作曲／指揮・岡洋子『磁場の会音楽療法アルバム　
音楽と表現あそび２』１９７１年，０８に所蔵，身体活動）
図１　登所後の手順書
（出典：トレッフェンwebサイト　htp:/npo-treppen.com/company.html）
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　朝の来所には，走りたい気持ちの子どもが多く存在す
る。この曲では，しっかりと走り，音に合わせて足を動
かすタイミングを合わせて動く。３回同じメロディーが
繰り返されるため，２回目のメロディー以降は，揃って
動かないことも体験する。
５．『クシコスポスト』
　（作曲：ヘルマンネッケ，作曲年不詳，『だれでも・ど
こでも・いつでも楽しめる音楽療法〜ミュージック・ケ
ア注４＊〜』CD１　０７に所蔵，身体運動）
　まだ動きたいように見える子どもたちがいるため，歩
いたり走ったりする曲として，選定している。途中で手
を回しながら打つところでは立ち止まって打つので少し
ずつ身体を緩やかな動きを誘う。
６．『いも虫に変身したアリサ』
　（作曲／指揮・岡洋子『磁場の会音楽療法アルバム　
音楽と表現あそび１』１９９２年，０６に所蔵）
　子どもたちは，たくさん動いた後，この曲において，
小休止を行い，呼吸や気持ちを整える。通所している子
どもたちの中には，仰臥位で寝転ぶことに大きな抵抗を
示す子どもが少なくない。音楽療法の中で音楽にのって
他の子どもたちと同じ活動をするという場の力を利用し
て，仰臥位への姿勢変換への抵抗感を軽減する目的もあ
る。
７．『くるりくるり』
　（作詞・作曲：第二著者・オリジナル）
歌詞）くるり　くるり　くるり　くるり　くるり　くる
りまわりましょう。たかくなって　まわりましょ
う　くるり　くるりまわりましょう
　８小節から成り，子どもたちに歌詞が理解しやすいよ
うにしている。また，繰り返すことで１回でも発語する
ことを促すように，作曲している。
　振りつけは，両手を左右に開き，ひとりでくるりくる
りと回転し，「たかくなって」の部分では，背伸びをして
つま先立ちで，くるりくるりと回転する。
　通所している子どもたちの中には，足の裏の感覚過敏
のために，尖足気味であったり，意図せずに，つま先歩
きをしたりする子どもがいる。また，くるりくるりと身
体を回転させる子どもも多い。家庭をはじめとするさま
ざまな場所で，「ちゃんと歩きなさい」「回らないで」な
どと否定的なことばをかけられる場合が多い。
　これらの子どもたちのくるりくるりと回る行動やつま
先立ちして歩く行動に対して，「それもあり」「大丈夫だ
よ」と肯定的なメッセージを伝えるために，第二著者が
作曲した曲であり「うまく回れたね」「高いね」と肯定す
ることで，自己肯定感の醸成を目的としている。
　しかしながら，いつまでも回っていても良いというこ
とではなく，音楽は構造化されており，終結を迎えるこ
とで曲が停止する。そのタイミングで常同行動ともいえ
る子どもたちの回転が止まり，その他の対象や活動に注
意が向く。実際に，トレッフェンに在籍している自閉症
児の子どもの回転速度をこの曲の演奏速度と指定してい
るため，当該速度で演奏することで，振りつけている動
きを楽しむ。
８．『ポップコーン』
　（作曲：キングスレイ，１９６９年）
　ミュージック・ケアのオリジナル楽器であるポコドリ
を使用する。ポコドリとは，紙コップの底についている
紐をひくと「ポコッ」という音がすることが名前の由来
である注５＊
　子どもたちは，指定された拍で正しく糸を引っ張り音
を出す。簡単な楽器を使用して音を鳴らし，演奏するこ
とを楽しむ。
９．『アルルの女』
　（作曲：ビゼー，１８７２年）
　両手を拡げたり，上方や前に差し出したりして，空間
認識を高める。後半では，飛行機になって走り回る。前
半で立ち止まって抑制した活動を行い，後半では，また
走ることで緊張を解放する。
１０．『ガボット』
　（作曲：ゴセック，１７８６年『だれでも・どこでも・い
つでも楽しめる音楽療法〜ミュージック・ケア〜』
CD１０１に所蔵，身体運動）
　ミュージック・ケアのオリジナル楽器である「きらら」
と呼ばれるお手玉のような楽器を掌に乗せて体幹保持や，
スイングを味わう。
１１．『パンパン』
　（作曲／指揮・岡洋子『磁場の会音楽療法アルバム　音
楽と表現あそび２』１９７１年，０１に所蔵，きららを片付
ける活動）
　元来は，決められた拍で手を打つことを楽しむ曲であ
るが、今回はその手を打つタイミングで，ミュージック・
ケアのオリジナル楽器である「きらら」を片付ける。
　１秒待つことが意識的にできない子どもたちも構造化
された音楽を使用することで自分の番を待ち，自分の番
が来てもまたその中で１３拍のあいだを自分の活動を止
めることができる。うまくできたことで，肯定感を高め
る目的があるため，何回かかっても成功体験が可能とな
るように配慮している。
鳴門教育大学学校教育研究紀要５４
１２．『霧のロザリア』
　（作曲：スプートニクス，作曲年不詳，『だれでも・ど
こでも・いつでも楽しめる音楽療法〜ミュージック・ケ
ア〜』CD１　１８に所蔵，身体運動）
　皆でつながり電車ごっこをする。合図でバックしたり
前進したりする。最後をカウントダウンと共に停車する。
停車したところで座位になり紙芝居へとつなげる。
１３．紙芝居『おおきくおおきくおおきくなあれ』
　（著：まついのりこ，１９８３年）
　「ひろがるせかい」との併記された題名と共に，ロング
セラーの紙芝居を使用することで，子どもたちの想像力
を豊かにすることやいっしょにみんなで楽しむことを目
的にしている。効果音的にも鑑賞曲的にも演出効果的に
も考えられた音楽をピアノで演奏し，紙芝居の世界に拡
大して，体験する。既存のクラシック曲を参考にしたり，
部分的に使用したりするが，この紙芝居に，音や音楽を
つけている企画・構想・演出は，第二著者のオリジナル
である。
　最後におおきくなったケーキを食べる真似をする。現
実社会では，映像器具やインターネットの発達等により，
実体験と疑似体験が混同し，子どもが混乱するケースも
多い。子どもたちが将来的に経験するだろう実体験と疑
似体験による混乱を事前に防ぐ目的も含んでおり，この
活動では，子どもたちは，疑似体験であることを認識し
たうえで，活動を楽しむ。紙芝居の中のケーキのいちご
や生クリームを自分で食べる真似をしたり，スタッフや
ともだちに食べさせる真似をしてバーチャルを楽しむ。
１４．今月のうた
　ここでは，７月度の実践事例を取り上げる。
『七夕』
（作詞：権藤　はなよ，作曲：下総皖一，１９４１年）
『びわ』
（作詞：まどみちお，作曲：磯部俶，制作年不明）
『肩たたき』
（作詞：西条八十，作曲：中山晋平，１９２３年）
　７月は，七夕もあるため，日本の古い童謡を３曲歌っ
ている。「七夕」は，７月７日前後までで歌われる。
　「びわ」は，まどみちおと磯部俶の名曲であるが，最近
は，幼稚園保育園等では取り上げられなくなった隠れた
名曲である。想像力を豊かにして，保護者も一緒に口ず
さんで欲しい１曲である。
　「肩たたき」は，よく知られているが，全曲を正しい音
程で歌うのは意外と難しい曲である。同じ音程部分に同
色のシールを貼り，おとなも子どももその部分に注意し
て歌う。
　新曲や，ポピュラーな曲を歌う月もある。７月は暑さ
が厳しくなり過ごしにくくなるので座って静かに歌うこ
とのできる選曲を行っている。冬には，ダンスをしなが
ら歌う曲や，手拍子でワイワイと歌う曲を選曲している。
１５．音楽おわりのうた
　（作詞・作曲：第二著者・オリジナル）
歌詞）ドドド　ソソソ　ドドド　ソファミレド
　　　おーんがくおわり　おーんがくおわり
　８小節から成り，子どもたちに歌詞が理解しやすいよ
うにしている。また，繰り返すことで，　こどもたちが１
回でも発語することを促すように，作曲している。
　また，音楽が終わる際に，「音楽おわりのうた」を歌う
ことでことば（歌詞）と行動（動き）の一致を促すこと
を目的としている。「音楽はじまりのうた」と共に，ハ長
調で作曲することによって，音名と一致するため，将来
的には，絶対音感を獲得できる可能性に期待している。
また、絶対音感を持っている子どもには，不快感を与え
ないことも目的としている。
１６．場面転換の曲Ⅱ　マズルカ（Op.７−１）
　（作曲：ショパン，１８３０年〜１８３２年）
　音楽療法が終わり，子どもたちは，水分補給・排泄・
汗を拭く等をしてからおもちゃを出して遊ぶ。この曲は，
最初のシューマンとは対照的に，演奏者のテンポで，自
由に演奏する。次の活動が子どもたちによって異なるた
め音楽もそれぞれの個性を大切に演奏するようにしてい
る。
Ⅳ．考察と今後の課題
　本研究においては，児童発達支援における音楽療法の
具体的な実践事例を取り上げ，その形態と方法について
整理を試みることを目的とした。児童発達支援事業は，
「専ら利用障害児やその家族に対する支援を行う身近な
療育の場」（厚生労働省，２０１２）というように，発達障
図２　音楽療法の様子
（出典：トレッフェンwebサイト　htp:/npo-treppen.com/company.html）
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がいのある子どもたちやグレーゾーンの子どもたちが学
校園での生活以外の時間帯や休日など，長時間過ごす場
となっている。
　先行研究や今回の実践を総合的に勘案すると，音楽療
法のアプローチは，発達障がいのある子どもたちやグ
レーゾーンの子どもたちの発達支援につながると予測さ
れる。このような実践を利用者が在籍する学校園や家庭
にフィードバックすることで，地域での連携基盤を構築
していきたい。
　ミッシェル＆ビンソン（２００７）においては，音楽療法
のアセスメントや効果測定が示されているが，今回の音
楽療法の実践を神経科学的に捉えると，聴覚野と運動野
の距離が近いため，神経連絡ができる。そうすると同調
してくる。これまで離れていた聴覚野と運動野の結合や
形態が変化してくる可能性が考えられる。さらに，前頭
葉回路との神経連絡が十分に考えられうることであって，
発達障がいのある子どもたちやグレーゾーンの子どもた
ちにとって，ポジティブな発達支援になりうる可能性が
ある。例えば，スウェーデンにおいては，FMT注６＊脳機
能回復促進音楽療法というアプローチが用いられている。
「コードに誘発されて太鼓（打楽器やアコースティック
ピアノ）を演奏することによって，クライアントはいろ
いろな動作をする。動作をするたびに，音の振動が腕の
筋肉や神経系に伝わり，脳に伝達される。それを何回も
繰り返すことによって，脳に記憶のトラック（航路）が
できる」（加瀬・パップ，２００７，p.２３）とする。言葉を
用いず，「脳の大きな部分を占有する『言葉』をつかわな
ければ，他の感覚は，より敏感になると言える。そこで，
FMTは，言葉なしで，聴覚・視覚・触覚を通して，感覚
運動的な部分に直接働きかける」（前掲書，２００７，p.２３）
論理に基づく。
　一方、評価が行動の変容だけでは，評価者によって，
評価の変動等も考えられる。例えば，一音あげてみた場
合に，自閉症のある子どもが手足のバランスが上手にと
れるように，「特定のリズムにすると有効である」「特定
のリズムにすると有効ではない」ということを脳波等を
用いて測定することも考えられる。
　小柳・小島・夏目（２０１３）は，脳波による音楽嗜好性
判別について，示唆している。「特に，前頭θ波のパワー
は嗜好判断時，「好き」な音楽の時に高くなった」として
いる。竹原・矢野・長谷川（２０１２，p.１３）は，「音楽療
法の臨床評価において，用いられた音楽に対象者の注意
集中がどの程度向いていたか，快い音楽であったか，ま
た生理的にリラックスできていたかという観点は，これ
までセラピストの観察や対象者自身による心理評価やア
ンケートなどの主観的な評価にゆだねられていたが，よ
り客観的な評価を用いることにより，言語コミュニケー
ションの難しい対象者の感性評価や音楽療法の科学的エ
ビデンスの構築に役立てることができる。」と述べている。
　今後は，音楽療法セッション時の被験者の生体信号の
フィードバックによる感情コントロールや脳波測定によ
る効果測定についても検討してみたい。
【注】
注１＊本稿では，法令及び文献の引用においては，「障害」
の表記を行うが，その他の部分においては，障がいの表
記を行うものとする。
注２＊PECSは，Picture Exchange Communication System：絵
カード交換式コミュニケーションシステムの略であり，
自閉症をはじめとする発達障がいのある子どもたちのコ
ミュニケーションを促進するための絵カード等を用いた
コミュニケーション方法である。
注３＊American Music Therapy AssociationのWebサイト
htp:/www.musictherapy.org/（閲覧日：２０１６．９．１９）の
‘What is Music Therapy？’より筆者らが翻訳した。
注４＊日本ミュージック・ケア協会によると，ミュージック・
ケアとは，「音楽の特性の一部を利用して，その人がその
人らしく生きるための援助をすることであり，子どもの
場合はその子どもの持っている力を最大限に発揮させ，
発達の援助を行うことである。」日本ミュージック・ケア
協会webサイト，htp:/www.music-care.net/music-care.html
（閲覧日：２０１６．９．１９）を参照。
注５＊「ポコドリ」については，日本ミュージック・ケア協
会webサイトhtp:/www.music-care.net/shop.htmlを参照。
（閲覧日：２０１６．９．１９）
注６＊FMTとは，Functionaly Oriented Music Therapyの略記
である。
【付記】
　本研究は，科学研究費助成事業基盤研究（C）「地域連
携を基盤とするグレーゾーンの子どもたちの支援：日米
比較を追求する」（１６K０１８７０，研究代表者：高橋眞琴）
の研究の一環として行っている。
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